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か
な
り
前
の
こ
と

だ
が
、
三
宮
東
門
筋

の
奥
に
〝
ス
ナ
ッ
ク

・
ニ
ュ
ー
コ
ロ
ナ
〞

が
あ
っ
た
。
廃
業
し

て
久
し
い
が
、
元
マ
マ
は
健
在

だ
。
も
し
今
営
業
し
て
い
た
ら
ど

の
よ
う
な
誹
謗
中
傷
が
あ
っ
た
こ

と
か
。
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
の
下
で
は

一
瞬
で
経
営
破
綻
だ
っ
た
ろ
う
▼

緊
急
事
態
宣
言
は
解
除
さ
れ
た
が

急
ぐ
課
題
は
山
積
。
ま
ず
第
２
波

な
ど
に
対
応
す
る
医
療
等
の
体
制

構
築
、
次
に
壊
れ
た
社
会
・
経
済

と
生
活
の
立
て
直
し
。
こ
の
惨
禍

は
ウ
イ
ル
ス
が
き
っ
か
け
だ
が
、

こ
れ
ま
で
の
新
自
由
主
義
が
内
包

し
て
い
た
矛
盾
が
露
呈
し
た
と
の

見
方
も
で
き
る
▼
新
自
由
主
義
は

「
市
場
原
理
主
義
」
で
、
す
べ
て

を
市
場
の
競
争
に
任
せ
、
資
本
＝

企
業
に
対
す
る
規
制
を
緩
和
す
る

主
義
・
政
策
だ
。
必
然
的
に
さ
ま

ざ
ま
な
〝
格
差
〞
を
生
み
出
す
。

自
己
崩
壊
す
る
要
因
が
内
包
さ
れ

て
い
た
の
だ
▼
政
府
の
救
済
策
は

貧
弱
で
ス
ピ
ー
ド
が
遅
い
。
加
え

て
相
変
わ
ら
ず
５
兆
円
を
超
え
る

防
衛
費
に
は
手
を
付
け
な
い
。
ど

の
よ
う
な
ミ
サ
イ
ル
で
も
迎
撃
で

き
る
イ
ー
ジ
ス
・
ア
シ
ョ
ア
も
米

国
か
ら
購
入
。
迎
撃
ミ
サ
イ
ル
Ｓ

Ｍ
３
ブ
ロ
ッ
ク
Ⅱ
Ａ
は
一
発
45
億

円
と
か
。
か
た
や
〝
最
新
鋭
ミ
サ

イ
ル
情
報
漏
洩
？
〞
の
ニ
ュ
ー

ス
。
こ
の
高
速
滑
空
ミ
サ
イ
ル
は

複
雑
な
軌
道
で
、
あ
ら
ゆ
る
ミ
サ

イ
ル
防
衛
網
を
も
す
り
抜
け
、
目

標
を
精
密
攻
撃
す
る
も
の
で
、
中

・
ロ
・
米
な
ど
が
開
発
し
て
い
る

と
い
う
。
こ
れ
も
米
国
か
ら
購
入

す
る
つ
も
り
か
？
▼
待
っ
た
！　

そ
こ
に
は
大
き
な
〝
矛
盾
〞
が
。

古
代
中
国
「
韓
非
子
」
の
故
事
そ

の
も
の
で
は
な
い
か
。
イ
ー
ジ
ス

・
ア
シ
ョ
ア
か
ら
こ
の
最
新
鋭
ミ

サ
イ
ル
を
狙
っ
た
ら
ど
う
な
る
？

こ
の
期
に
及
び
国
民
を
欺
き
、
米

軍
事
産
業
奉
仕
と
は
。 

（
無
）

２０２０年(令和２年)６月１５日(毎月３回５・15・25日発行) 第１９４４号（１）
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今 　 号 　の　記　事今 　 号 　の　記　事
新型コロナ関連インタビュー
伊丹市・歯科　川村雅之先生 ２面

新型コロナウイルス感染症に係る
診療報酬上の臨時的な取り扱いの対応

研
面
究 ４面診内研より

プライマリケア医のためのがん診療10の掟

２面

お問い合わせ、署名用紙・返信用封筒の追加注文は、
 ☎078－393－1807まで

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
か
ら
医
療
機

関
を
守
れ
―
―
。
協
会
は
６
月
４
日
、
中
央
要
請
行
動

を
実
施
。
診
療
報
酬
の
概
算
請
求
を
認
め
る
こ
と
な
ど

を
中
心
に
国
会
議
員
へ
要
請
を
行
っ
た
。
協
会
か
ら
、

武
村
義
人
副
理
事
長
、
白
岩
一
心
理
事
が
参
加
し
、
盛

山
正
仁
衆
院
厚
生
労
働
委
員
長
・
衆
議
院
議
員
（
自
民

党
）、
桜
井
周
衆
議
院
議
員
（
立
憲
民
主
党
）、
清
水
忠

史
衆
議
院
議
員
（
共
産
党
）
が
面
会
に
応
じ
た
。

　

協
会
は
要
請
で
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に
よ
り
、

医
療
機
関
に
お
い
て
患
者
が
減
少

し
て
い
る
と
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

を
も
と
に
、
前
年
度
の
診
療
報
酬

支
払
額
に
基
づ
く
概
算
請
求
を
認

め
る
こ
と
、「
不
要
不
急
」
の
歯

科
治
療
の
延
期
を
促
す
厚
労
省
通

知
の
撤
回
と
歯
科
医
療
機
関
を
守

る
た
め
の
緊
急
の
対
応
、
歯
科
金

パ
ラ
「
逆
ザ
ヤ
」
の
即
時
解
消
、

「
み
ん
な
で
ス
ト
ッ
プ
！
負
担

増
」
署
名
の
引
き
受
け
に
つ
い
て

要
請
し
た
。

　

要
請
で
は
、
そ
も
そ
も
医
療
機

関
は
憲
法
に
基
づ

く
政
府
の
医
療
提

供
体
制
の
担
い
手

で
あ
り
、
国
民
の

さ
ま
ざ
ま
な
疾
病

へ
の
対
応
を
十
分

に
で
き
る
よ
う
措

置
す
る
こ
と
は
、

国
の
責
任
で
あ
る

こ
と
、
保
険
医
療

機
関
の
経
営
を
安

定
さ
せ
る
施
策
を

と
る
こ
と
は
、
憲

法
上
で
保
障
さ
れ

た
絶
対
条
件
で
あ

界
全
体
の
要
求
と
し
て
、
真
摯
に

対
応
し
た
い
。
現
場
で
の
困
難
や

主
張
を
伝
え
て
い
た
だ
け
る
と
国

会
で
も
議
論
し
や
す
い
の
で
あ
り

が
た
い
」
と
回
答
し
た
。

　

桜
井
議
員
は
、
こ
れ
ま
で
の
梶

山
弘
志
大
臣
へ
の
質
問
な
ど
を
ふ

り
返
り
、「
こ
の
間
の
政
府
の
持

続
化
給
付
金
な
ど
の
支
援
策
の
問

題
点
は
、
収
入
が
減
少
し
た
事
業

者
へ
の
支
払
い
が
『
立
替
払

い
』、
つ
ま
り
収
入
が
不
足
し
た

事
業
者
の
申
請
に
対
し
て
不
足
分

を
後
で
支
払
う
形
式
に
な
っ
て
い

る
こ
と
だ
。
こ
れ
で
は
収
入
が
補

て
ん
さ
れ
る
ま
で
に
時
間
が
か
か

る
た
め
、
事
業
継
続
が
難
し
く
な

る
の
は
明
白
だ
」
と
回
答
。
医
療

機
関
へ
の
影
響
に
つ
い
て
は
、

「
報
道
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、
風

評
被
害
は
大
き
な
問
題
だ
。
地
域

医
療
を
守
る
た
め
に
尽
力
し
た

い
」
と
回
答
。
署
名
の
引
き
受
け

に
つ
い
て
は
、「
承
知
し
て
い

る
」
と
応
じ
た
。

　

清
水
議
員
は
、「
風
邪
が
流
行

る
時
季
と
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
第
２
波
が
重
な
る
と
、
地

域
の
医
療
機
関
で
陽
性
患
者
と
接

す
る
こ
と
も
増
え
、
医
療
機
関
へ

の
支
援
が
ま
す
ま
す
重
要
に
な

る
。
厚
労
省
に
対
し
、
医
療
機
関

へ
の
支
援
の
範
囲
を
広
く
す
る
よ

う
求
め
て
い
く
」
と
回
答
し
た
。

医
療
現
場
へ
の
支
援

報
道
各
社
に
訴
え

保
団
連
マ
ス
コ
ミ
懇
談
会

　

午
後
に
は
、
保
団
連
が
マ
ス
コ

ミ
懇
談
会
を
開
催
し
、
兵
庫
協
会

か
ら
は
武
村
副
理
事
長
が
保
団
連

副
会
長
と
し
て
出
席
。
マ
ス
コ
ミ

各
社
が
参
加
し
た
。
武
村
副
理
事

長
は
「
今
後
夏
か
ら
秋
に
か
け
て

第
２
波
が
懸
念
さ
れ
、
医
療
機
関

は
発
熱
外
来
へ
の
対
応
が
求
め
ら

れ
る
。
し
か
し
患
者
減
少
に
よ
り

医
院
経
営
が
悪
化
し
て
い
る
現
状

で
は
、
第
２
波
へ
の
対
応
は
困
難

だ
。
い
ま
こ
そ
診
療
報
酬
の
概
算

請
求
を
政
府
に
認
め
さ
せ
、
医
療

機
関
の
経
営
を
支
援
さ
せ
よ
う
」

と
訴
え
た
。

　協会が１月から取り組む「医療
・介護の負担増の中止を求める請
願署名（通称：みんなでストッ
プ！負担増署名）」は、５月末ま
でに１万5272筆が寄せられていま
す。新型コロナ禍で大変ななか、
たくさんの医療機関にご協力いた
だいておりますことを深く御礼申
し上げます。お手元に署名済みの
用紙・ハガキ署名がある方は、協
会事務所までご返送をお願いしま
す。
　新型コロナ禍により、年内に予定されていた75歳以上の窓口負
担の２割化の法案提出は来年に先送りとなりましたが、年末まで
に審議会で負担増具体化が議論される予定です。
　このような状況に鑑み、取り組み期間を年末まで延長し、５万
筆の目標達成をめざします。消費税増税と新型コロナ禍により、
経済状況が悪化し、国民の生活は苦しくなっており、これ以上の
医療・介護の負担増はとても許されません。引き続き、「みんな
でストップ！負担増署名」へのご協力をよろしくお願いします。

「みんなでストップ！負担増署名」１万５千筆に「みんなでストップ！負担増署名」１万５千筆に

お手元の署名用紙をご返送くださいお手元の署名用紙をご返送ください

第 52 回総 会第 52 回総 会

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1801まで

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1809まで

日　時　６月21日（日）13時30分～
会　場　兵庫県保険医協会５Ｆ会議室
　　　　※例年と異なります
•総会議事　13時30分～
•記念講演　15時20分～

「HIV感染症に関する疫学的および基礎的研究」
神戸大学大学院保健学研究科　パブリックヘルス領域
国際感染症対策分野　教授 亀岡　正典先生

兵庫県保険医協会兵庫県保険医協会

５
〜
６
面
に
共
済
制
度
の
ご
案
内

５
〜
６
面
に
共
済
制
度
の
ご
案
内

日　時　６月21日（日）10時30分～12時
会　場　兵庫県保険医協会６Ｆ会議室
講　師　全国保険医団体連合会歯科代表・副会長
　　　　宇佐美　宏先生

歯科政策研究会 総会と同日の午前中に開催　あわせてご参加ください

歯科保険診療の歴史から学ぶ
－保険でより良い歯科医療の実現の課題－

６
・
４
中
央
要
請
行
動

概
算
請
求
必
ず
認
め
さ
せ
よ
う

概
算
請
求
必
ず
認
め
さ
せ
よ
う

医療機関への支援は対象を広く実効性のあるものとしたい
と盛山厚労委員長（左）が応じた　　　　　　　　　　　

桜
井
議
員
（
上
写
真
右
）、
清
水
議
員
（
下
写
真
中
央
）
に
医
療
機
関
の
厳
し
い
現
状
を
陳
情

る
と
強
調
。
財
源
に
つ
い
て
も
、

診
療
報
酬
の
概
算
請
求
は
通
常
予

算
の
枠
内
の
話
で
あ
り
、
追
加
の

財
源
は
不
要
で
あ
る
た
め
、
す
ぐ

に
対
応
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る

こ
と
を
説
明
し
た
。

医
療
機
関
の
支
援

対
象
を
広
げ
る
よ
う
検
討

盛
山
厚
生
労
働
委
員
長

　

盛
山
厚
生
労
働
委
員
長
に
対
し

て
は
、
要
請
に
加
え
、
第
２
次
補

正
予
算
に
お
け
る
「
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
伴
う
医
療
関

連
の
支
援
」
に
つ
い
て
、
対
象
と

な
る
患
者
や
職
員
、
医
療
機
関
に

つ
い
て
質
問
を
行
っ
た
。
盛
山
厚

生
労
働
委
員
長
は
、「
本
日
午
前

の
委
員
会
で
も
質
問
が
出
さ
れ
た

が
、
対
象
に
つ
い
て
は
現
在
検
討

中
だ
。
支
援
を
実
効
性
の
あ
る
も

の
に
す
る
た
め
、
対
象
範
囲
は
な

る
べ
く
広
く
す
る
よ
う
に
し
た

い
」
と
回
答
し
た
。
ま
た
、
前
年

度
の
診
療
報
酬
支
払
額
に
基
づ
く

概
算
請
求
に
つ
い
て
は
、「
医
療

◀
「
み
ん
な
で
ス
ト
ッ
プ
！
負
担
増
」
署
名
用
紙

新型コロナ
関連記事
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「
協
会
は
、
厚
労
省
通
知
を
撤
回
し
、
受
診
抑
制
を

さ
せ
な
い
よ
う
要
請
し
て
い
ま
す
」
と
川
村
先
生　

歯科歯科 特定保険医療材料の変更点

チタンの保険適用、金パラ引き上げチタンの保険適用、金パラ引き上げ

〈６月１日から、大臼歯FMCに対する「チタン冠」が保険適用〉
　５月13日中医協総会で、純チタン２種の全部金属冠による大臼歯の歯冠
修復が保険適用になりました（1,266点）。CAD/CAM冠に準じた点数です
が、鋳造のみが対象で、CAD/CAM用の材料を用いた場合は算定できませ
ん。
　歯冠形成は、生PZが306点、失PZが166点。装着は45点。補管の対象と
なります。
　レセプト「歯冠修復および欠損補綴」の「その他」欄に、純チタン２種
による金属冠は、「チタン冠」と表示し、点数および回数を記載します。
　純チタン２種の全部金属冠の除去は、「著しく困難なもの」70点により
算定します。
　「純チタン２種」の特定保険医療材料の定義は、（１）薬事承認または
承認上、類別が「歯科材料（１）歯科用金属」であって、一般的名称が
「歯科鋳造用チタン合金」であること。（２）JIS H4650第２種に適合する
ものであること。（３）大臼歯の全部金属冠による歯冠修復に用いるもの
であること。以上のいずれにも該当することとされています。6/1現在㈱
ニッシンの「純チタン　２種」のみが参入。企業や学会の新規技術提案時
には金属アレルギー患者に対してとの文言がありましたが削除され、金属
アレルギーに限らないこととなりました。

〈７月１日から、金パラ引き上げ〉
　７月１日から、金パラ「逆ザヤ」解消への署名運動などが一部実り、
「歯科用貴金属の随時改定II」として、告示価格が2,662円／１g（79,860
円／30g）となります。４月１日の価格2,083円／１g（62,490円／30g）か
ら引き上げとなります。
　改定点数は、表の下線部をご参照下さい。

こ
れ
ま
で
、
初
期
段
階
で
の
治

療
、
重
症
化
予
防
が
宣
伝
さ

れ
、
国
民
の
中
に
も
定
着
し
て

き
た
と
感
じ
て
い
た
と
こ
ろ
で

し
た
が
、
20
年
以
上
昔
に
さ
か

の
ぼ
っ
た
感
が
あ
り
ま
す
。
特

に
、
訪
問
歯
科
診
療
で
の
高
齢

者
へ
の
口
腔
ケ
ア
が
で
き
な
く

な
っ
て
し
ま
う
と
、
一
般
の
方

以
上
に
健
康
へ
の
リ
ス
ク
は
高

ま
り
、
誤
嚥
性
肺
炎
な
ど
、
命

が
危
ぶ
ま
れ
る
事
態
を
引
き
起

こ
す
の
で
は
と
、
非
常
に
懸
念

し
て
い
ま
す
。

　

問
題
な
の
は
、
厚
生
労
働
省

の
姿
勢
で
す
。
厚
労
省
通
知
で

は
、
感
染
防
止
の
観
点
か
ら
、

歯
科
治
療
は
応
急
処
置
に
と
ど

め
る
よ
う
呼
び
か
け
ら
れ
ま
し

た
。
し
か
し
歯
科
で
は
前
回
改

定
よ
り
院
内
感
染
防
止
が
初
診

料
の
算
定
で
も
義
務
付
け
ら
れ

て
届
出
は
95
％
を
超
え
る
な

ど
、
ほ
と
ん
ど
の
歯
科
医
療
機

関
で
感
染
防
止
対
策
を
実
施
し

で
の
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
も
報
告

さ
れ
て
お
ら
ず
、
完
全
な
風
評

被
害
だ
と
思
い
ま
す
。

重
症
化
し
て
の

受
診
目
立
つ

　

受
診
抑
制
は
、
患
者
さ
ん
の

口
腔
状
態
を
悪
化

さ
せ
て
い
ま
す
。

歯
周
病
の
定
期
受

診
の
患
者
さ
ん
が

減
少
し
た
一
方
、

抜
髄
や
、
感
染
根

管
処
置
、
膿
瘍
切

開
な
ど
と
い
っ

た
、
重
症
化
し
た

う
蝕
の
患
者
さ
ん

が
目
立
ち
ま
す
。

い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
治
療

時
に
患
者
さ
ん
と
の
距
離
が
近

く
な
る
の
で
、「
歯
科
で
感
染

し
て
し
ま
う
の
で
は
」
と
言
わ

れ
た
り
し
ま
す
が
、
実
際
に
は

歯
科
医
師
や
歯
科
職
員
の
感
染

者
は
少
な
く
、
ま
た
歯
科
治
療

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
で
、
歯
科
医
療
機
関

で
も
患
者
数
の
減
少
、
特
に
初

診
の
患
者
さ
ん
や
、
Ｓ
Ｐ
Ｔ

（
歯
周
病
安
定
期
治
療
）
の
よ

う
に
定
期
的
な
受
診
が
必
要
な

患
者
さ
ん
の
受
診
が
減
少
し
て

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
よ
り
、
医
科
・
歯
科
と
も

に
医
療
機
関
で
は
、
受
診
抑
制

に
よ
る
患
者
数
の
減
少
が
表
れ

て
い
る
。
医
療
機
関
の
厳
し
い

現
場
の
状
況
と
、
協
会
が
政
府

に
求
め
る
補
償
・
支
援
に
つ
い

て
、
伊
丹
市
・
か
わ
む
ら
歯
科

医
院
の
川
村
雅
之
先
生
（
協
会

副
理
事
長
）
に
話
を
伺
っ
た
。

て
い
ま
す
。
厚
労
省
は
安
心
し

て
歯
科
を
受
診
す
る
よ
う
呼
び

か
け
る
べ
き
で
す
。
そ
れ
な
の

に
、
厚
労
省
が
通
知
を
発
出

し
、
長
期
化
の
中
で
も
訂
正
し

な
い
こ
と
は
許
せ
ま
せ
ん
。
マ

ス
コ
ミ
な
ど
の
宣
伝
の
影
響
も

あ
り
、
重
症
化
や
風
評
被
害
の

事
例
が
、
協
会
に
も
多
く
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。
す
ぐ
に
撤
回

す
る
べ
き
で
す
。

消
費
税
増
税
の
上
に

コ
ロ
ナ
が
追
い
う
ち

　

複
数
あ
る
融
資
制
度
に
つ
い

て
も
、
日
本
政
策
金
融
公
庫
の

特
別
貸
付
な
ど
は
、
申
請
か
ら

実
際
に
貸
し
付
け
ら
れ
る
ま

で
、
人
に
よ
っ
て
は
３
カ
月
程

度
と
い
う
非
常
に
長
い
時
間
が

か
か
り
ま
す
。
資
金
が
シ
ョ
ー

ト
す
る
な
ど
、
厳
し
い
医
療
機

関
も
出
て
い
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
政
府
は
も
っ
と
ス

ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
対
策
に
あ

た
る
べ
き
で
す
。

　

ま
た
、
収
支
を
前
年
度
比
較

で
調
べ
る
と
、
新
型
コ
ロ
ナ
に

よ
る
収
入
減
の
ほ
か
に
も
金
パ

ラ
の
暴
騰
や
、
消
費
税
増
税
の

影
響
が
大
き
い
こ
と
が
分
か
り

ま
し
た
。
経
営
が
非
常
に
厳
し

い
状
況
の
上
に
、
新
型
コ
ロ
ナ

に
よ
る
受
診
減
少
が
加
わ
っ
た

の
で
す
。
政
府
は
、
消
費
税
率

を
元
に
戻
す
、
金
パ
ラ
の
「
逆

ザ
ヤ
」
を
即
時
解
消
す
る
な

ど
、
支
援
を
抜
本
的
に
強
め
る

べ
き
で
す
。

　

協
会
は
政
府
に
対
し
、
診
療

報
酬
概
算
請
求
を
認
め
る
よ
う

要
請
書
を
提
出
す
る
な
ど
、
働

き
か
け
を
強
め
、
新
型
コ
ロ
ナ

対
応
で
刻
々
と
変
化
す
る
制
度

に
つ
い
て
の
情
報
を
発
出
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
現
場

の
矛
盾
を
国
に
訴
え
て
い
く
こ

と
、
雇
用
や
融
資
に
関
す
る
研

究
会
や
相
談
会
に
も
力
を
入
れ

て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

新型コロナ
関連記事

※厚労省事務連絡「新型コロナウイル
ス感染症に係る診療報酬上の臨時的な
取扱いについて（その20）」（2020年６
月１日）より抜粋・一部改変
Ｑ１　厚労省事務連絡「新型コロナウ
イルス感染症に係る診療報酬上の臨時
的な取扱いについて（その２）」（２月
28日）において、新型コロナウイルス
の感染が拡大している間の臨時的対応
として、慢性疾患等を有する定期受診
患者等に対して電話や情報通信機器を
用いた診療を行った場合に、電話等再
診料を算定可能とされたが、この場合
において再診料に係る加算は算定可能
か。 
Ａ１　再診料の注４～注７（乳幼児、
時間外、休日、深夜、小児科特例、夜
間・早朝等の各加算）、注11（明細書
発行体制等加算）の加算は、それぞれ
の要件を満たせば算定できる。この取
り扱いは、２月28日から適用される。

※注10の時間外対応加算については、
施設基準を満たし届出している医療機
関は算定可
Ｑ２　厚労省事務連絡「臨時的な取扱
いについて（その10）」（４月10日）に
おいて、新型コロナウイルスの感染が
拡大し、医療機関の受診が困難になり
つつあることに鑑みた時限的・特例的
対応として、初診から電話や情報通信
機器を用いた診療を実施した場合に、
初診料の注２に規定する214点を算定
することとされたが、この場合におい
て初診料に係る加算は算定可能か。
Ａ２　初診料の注６～注９の加算（乳
幼児、時間外、休日、深夜、小児科特
例、夜間・早朝等の各加算）は、それ
ぞれの要件を満たせば算定できる。こ
の取り扱いは、４月10日から適用され
る。
※注10の機能強化加算は算定不可

新型コロナウイルス感染症に係る
診療報酬上の臨時的な取り扱いの対応

（６月８日現在）

新
型
コ
ロ
ナ

関
連
記
事

新
型
コ
ロ
ナ
関
連
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

歯
科
で
も
影
響
大

 

国
は
支
援
拡
充
す
べ
き

伊
丹
市
・
か
わ
む
ら
歯
科
医
院　
　

川
村　

雅
之
先
生

 歯科診療報酬点数表・歯科診療報酬点数表・20202020年７月年７月

インレー 前歯¾  冠
接 着 冠

臼歯⅘冠
接 着 冠 FMC 前装

MC 装着料
単 純 複 雑

前・小・乳 銀 合 金 202 308 400 340 492 1258

45（68）

前・小臼歯 金 パ ラ 408 717 905 845 1125 2009

大　臼　歯
金 パ ラ 510 876 － 1055 1391 －
銀 合 金 209 317 － 352 506 －
チ タ ン － － － － 1266 －

14　K（ブリッジ支台のみ） － 985 1246 － － －

金属歯冠修復（装着材料料は別算定。装着料はブリッジの場合を除く）

「歯科保険診療の研究」Ｐ10､ ｢早見表｣ Ｐ５

鋳　

造

金 パ ラ
大　臼　歯 1513

小　臼　歯 1246

銀 合 金 大・小臼歯 476

レ
ジ
ン
前
装
金
属

金 パ ラ

前　　　歯 1828

小　臼　歯 1446

大　臼　歯 1573

銀 合 金

前　　　歯 1234

小　臼　歯 688

大　臼　歯 548

「歯科保険診療の研究」Ｐ11､ ｢早見表｣ Ｐ６

コンビネーション鉤 大臼歯犬・小 前 歯
金　　　パ　　　ラ 528 489 471
コバルトクロム合金 278

（
１
個
に
つ
き
）

バ　

ー

屈　曲 不 銹 鋼 ・ 特 殊 鋼  303

鋳　造
金　　　パ　　　ラ 1837
コバルトクロム合金  472

「歯科保険診療の研究」Ｐ12､ ｢早見表｣ Ｐ７

鋳　造　鉤
双　　子　　鉤 二腕鉤（レスト付）  ローチのバークラスプ
大大・大小 犬小・小小 大臼歯 小臼・犬歯 前歯 １歯 ２歯以上

14　　　Ｋ 1220 1040 1020 837 697 1200 1220
金　パ　ラ 1113 926 823 746 709 1093 1113
コ バ ル ト
クロム合金 256 256 236 236 236 236 256

「歯科保険診療の研究」Ｐ12､ ｢早見表｣ Ｐ７

歯科医療安全管理対策研究会

「院内感染防止対策に係る施設基準（歯初診）」施設基準対応研修
日　時　６月28日（日）13時20分～14時20分　　　
会　場　協会５階会議室
講　師　ときわ病院歯科口腔外科部長　内橋康行先生
参加費　1000円
※７月に行う近畿厚生局への報告に、４年以内の院内感染対策研修の受講日記載が必要です

参加ご希望の先生は事前に、
　　　☎078－393－1809 歯科担当までお申し込み下さい
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２
０
１
９
年
２
月
22
日
に
劇

場
公
開
さ
れ
た
映
画
「
あ
の
日

の
オ
ル
ガ
ン
」
を
紹
介
し
ま

す
。
以
前
に
保
育
団
体
か
ら
の

要
請
を
受
け
、
こ
の
新
聞
上
で

も
案
内
さ
れ
た
映
画
で
す
。
ネ

ッ
ト
レ
ン
タ
ル
や
ア
マ
ゾ
ン
プ

ラ
イ
ム
な
ど
で
配
信
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

時
は
第
２
次
世
界
大
戦
末
期

の
１
９
４
４
年
。
保
母
（
保
育

士
）
た
ち
が
、
幼
い
園
児
た
ち

と
共
に
、
東
京
か
ら
埼
玉
県
の

田
舎
に
集
団
疎
開
し
て
、
１
９

４
５
年
３
月
10
日
未
明
の
東
京

大
空
襲
の
戦
火
を
免
れ
た
「
疎

開
保
育
園
」
で
の
実
話
の
物
語

で
す
。

　

１
９
４
４
年
秋
、
戦
争
下
の

首
都
東
京
。
空
襲
警
報
が
鳴
り

響
き
、
防
空
壕
に
避
難
す
る
生

活
の
日
々
。
品
川
の
戸
越
保
育

園
で
は
、
園
児
た
ち
の
命
を
守

る
た
め
、
保
母
た
ち
が
保
育
園

の
疎
開
を
模
索
し
て
い
ま
し

た
。
よ
う
や
く
見
つ
け
た
埼
玉

の
片
田
舎
の
荒
寺
。
ま
ず
は
生

窮
す
る
生
活
の
中
に
も
直
面
し

な
が
ら
も
お
互
い
に
励
ま
し
合

っ
て
奮
闘
し
て
い
く
様
子
が
、

ほ
の
か
な
温
か
み
と
共
に
描
か

れ
て
い
ま
す
。
胸
を
締
め
つ
け

ら
れ
る
思
い
の
中
、
園
児
た
ち

と
離
れ
離
れ
に
な
る
保
護
者
た

ち
の
苦
悩
も
絶
妙
か
つ
精
細
に

描
か
れ
て
い
ま
す
。
戦
時
下
の

生
活
と
は
？　

戦
争
と
は
？　

な
ぜ
子
ど
も
た
ち
が
戦
争
に
巻

き
込
ま
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
か
、
問
い
か
け
ら
れ
ま
す
。

　

品
川
の
戸
越
保
育
園
か
ら
埼

玉
に
疎
開
し
た
品
々
の
中
の
１

台
の
オ
ル
ガ
ン
が
、
疎
開
し
た

保
母
た
ち
や
園
児
た
ち
、
周
辺

の
住
民
た
ち
の
心
に
美
し
い
音

色
を
響
か
せ
て
い
ま
す
。
戦
時

下
か
ら
戦
後
ま
で
、
ず
っ
と
心

を
温
め
た
オ
ル
ガ
ン
の
音
色
と

歌
声
。
鑑
賞
す
る
な
か
で
、
と

て
も
胸
を
打
た
れ
る
シ
ー
ン
で

す
。

　

主
人
公
の
保
母
リ
ー
ダ
ー
役

・
板
倉
楓
役
は
、
２
０
１
９
年

秋
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
朝
ド
ラ
「
ス
カ
ー

レ
ッ
ト
」
の
ヒ
ロ
イ
ン
を
演
じ

た
兵
庫
県
出
身
の
戸
田
恵
梨
香

さ
ん
が
熱
演
。
歌
手
で
も
あ

り
、
若
い
世
代
か
ら
支
持
さ
れ

る
大
原
櫻
子
さ
ん
が
、
天
真
爛

漫
で
音
楽
好
き
な
保
母
・
野
々

宮
光
枝
役
を
好
演
し
て
い
ま

す
。

　

鑑
賞
後
、
戦
争
の
被
害
者
の

生
活
の
悲
惨
さ
だ
け
で
な
く
、

現
代
に
お
け
る
待
機
児
童
問
題

に
直
面
し
つ
つ
奮
闘
す
る
保
育

士
さ
ん
、
一
方
で
の
政
府
の
対

応
の
鈍
さ
、
女
性
の
社
会
進
出

に
程
遠
い
現
状
も
思
い
起
こ
し

ま
す
。

　

今
か
ら
75
年
前
で
も
、
保
母

（
保
育
士
）
さ
ん
た
ち
の
活
躍

は
、
今
と
全
然
変
わ
ら
な
い
と

い
う
現
実
も
大
き
く
映
し
出
し

て
い
ま
す
。
各
種
団
体
が
推
薦

さ
れ
た
「
あ
の
日
の
オ
ル
ガ

ン
」。
絵
本
や
小
説
も
た
く
さ

ん
書
店
に
は
並
ん
で
い
ま
す
。

お
茶
の
間
で
鑑
賞
し
て
い
た
だ

き
た
い
、
ぬ
く
も
り
の
あ
る
作

品
に
仕
上
が
っ
て
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
と
も
お
勧
め
し
ま

す
。

 

【
赤
穂
郡　

白
岩
歯
科
医
院
】

活
が
で
き
る

環
境
づ
く
り

に
奔
走
す
る

保
母
た
ち
。

　

そ
し
て
疎

開
生
活
を
開

始
し
た
若
い

保
母
た
ち
と

園
児
た
ち

は
、
日
々
困

Ⓒ
映
画
「
あ
の
日
の
オ
ル
ガ
ン
」
製
作
委
員
会

あ
の
日
の
オ
ル
ガ
ン

白岩一心

128

（
５
月
15
日
号
か
ら
の
つ
づ
き
）

　

生
命
現
象
と
い
う
の
は
、
不
確

実
性
を
特
徴
と
す
る
も
の
の
中
で

も
、
最
も
大
き
い
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
個
体
差
が
大
き
す
ぎ
る

こ
と
が
原
因
で
あ
る
が
、
こ
の
サ

イ
バ
ネ
テ
ィ
ク
ス
の
方
法
、
つ
ま

り
情
報
と
制
御
と
い
う
新
し
い
角

度
で
眺
め
た
時
、
大
き
な
個
体
差

も
う
ま
く
ま
と
め
る
こ
と
が
で

き
、
そ
の
結
果
、
生
命
現
象
を
研

究
す
る
方
法
を
つ
か
み
得
た
の
で

あ
る
。

　

今
回
の
よ
う
な
緊
急
時
に
は
、

現
内
閣
の
よ
う
な
後
手
後
手
対
応

で
凡
庸
な
集
団
で
は
ア
カ
ン
と
い

う
こ
と
が
よ
く
分
か
っ
た
。
や
る

こ
と
な
す
こ
と
が
、
ト
ン
チ
ン
カ

ン
。
そ
れ
で
い
て
年
間
８
０
０
０

万
円
以
上
の
「
給
料
」
を
得
る
。

ほ
と
ん
ど
サ
ギ
師
。

　

ア
ホ
ウ
な
自
民
党
と
い
う
集
団

を
選
ん
だ
の
は
国
民
。
国
民
も
ア

ホ
ウ
と
い
う
こ
と
か
。
若
者
に
支

持
者
が
多
い
と
聞
く
。
若
者
た
ち

が
支
持
し
て
く
れ
る
の
で
、
も
う

爺
さ
ん
婆
さ
ん
の
支
持
は
必
要
な

い
。
早
く
死
ん
で
く
れ
た
方
が
医

療
費
も
節
約
で
き
て
、「
こ
れ
は

シ
メ
タ
」
と
自
民
党
は
ほ
く
そ
笑

ん
で
い
る
だ
ろ
う
。

　

日
本
も
行
き
着
く
と
こ
ろ
ま
で

行
っ
て
し
ま
っ
た
気
が
す
る
。
後

は
坂
道
を
転
げ
落
ち
る
こ
と
に
な

る
の
だ
ろ
う
か
。
心
も
と
な
い
こ

と
で
あ
る
。

　

国
債
な
ぞ
一
部
の
者
、
金
を
持

　

抗
体
検
査
と
は
、
血
液
を
検
体

と
し
て
15
分
ほ
ど
で
判
定
が
可
能

で
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
に
お
け
る
検
体

で
あ
る
咽
頭
粘
膜
の
採
取
時
の
よ

う
な
二
次
感
染
の
危
険
は
な
い
検

査
で
す
。
Ｉ
ｇ
Ｇ
が
陽
性
な
ら
既

感
染
と
判
定
さ
れ
ま
す
。

　

４
月
は
じ
め
、
日
赤
は
提
供
者

の
了
解
を
得
て
輸
血
用
の
血
液
を

１
０
０
０
人
規
模
で
検
査
し
、
陽

性
率
は
０
・
６
％
で
し
た
が
、
Ｃ

Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
―
19
が
出
現
す
る
以
前

の
血
液
で
も
０
・
４
％
だ
っ
た
ゆ

え
、
偽
陽
性
で
は
な
い
か
と
の
議

論
も
あ
り
ま
し
た
。
一
般
市
民
の

陽
性
率
は
、
東
京
で
の
お
よ
そ
２

０
０
名
に
対
し
て
６
％
、 

Ｎ
Ｙ
州

で
14
％
、
ク
ラ
ス
タ
ー
が
発
生
し

た
ド
イ
ツ
の
一
地
方
で
は
14
％
で

し
た
。
流
行
っ
て
い
た
地
域
で
は

陽
性
率
が
高
い
と
い
う
の
は
理
解

可
能
で
す
。

　

昨
日
の
新
聞
で
は
、
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ

Ｄ
―
19
抗
体
検
査
を
、
大
阪
、
東

京
、
宮
城
で
希
望
者
を
募
り
計
１

万
人
を
目
標
と
し
て
実
施
す
る
と

報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。
希
望
者
は

多
く
、
目
標
人
数
に
は
す
ぐ
に
達

す
る
よ
う
で
す
。
こ
の
大
規
模
検

査
を
、
感
染
が
日
本
で
ど
れ
だ
け

広
が
っ
て
い
る
か
の
判
断
に
使
お

う
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
大
規
模
臨
床
ス
タ
デ
イ
を

評
価
す
る
た
め
に
は
疫
学
調
査
と

し
て
以
下
の
群
の
抗
体
検
査
デ
ー

タ
が
必
須
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

１
）
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
―
19
感
染
か
ら

回
復
し
た
例
、
２
）
濃
厚
接
触
者

と
し
て
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
施
行
さ
れ

陽
性
と
な
っ
た
が
、
そ
の
後
も
症

状
が
な
か
っ
た
例
、
３
）
濃
厚
接

触
者
で
あ
っ
た
が
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
陰
性

例
。

　

も
し
１
）
や
２
）
で
１
０
０
％

の
陽
性
率
で
、
３
）
が
市
中
よ
り

高
い
陽
性
率
な
ら
こ
の
抗
体
検
査

の
意
義
を
理
解
で
き
ま
す
が
、
も

し
１
）
が
１
０
０
％
で
な
け
れ
ば

こ
の
抗
体
検
査
の
意
味
が
問
い
直

さ
れ
ま
す
。
１
）
と
２
）
が
大
き

く
異
な
れ
ば
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
の
精
度
の

問
題
も
で
て
き
ま
す
。

　

日
本
に
お
け
る
疫
学
調
査
は
、

今
回
の
よ
う
に
希
望
者
を
募
っ
て

の
検
査
で
す
。
そ
れ
で
は
グ
ル
ー

プ
全
体
の
状
況
が
不
明
確
に
な
り

ま
す
。
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
―
19
感
染
症

で
一
定
の
条
件
で
解
析
し
や
す
い

グ
ル
ー
プ
と
す
れ
ば
ダ
イ
ヤ
モ
ン

ド
プ
リ
ン
セ
ス
号
の
乗
客
で
す
。

人
権
や
個
人
情
報
保
護
と
い
う
規

則
が
あ
っ
て
も
、
今
は
緊
急
事
態

な
の
で
、
今
後
の
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
―

19
対
策
の
基
本
と
な
る
デ
ー
タ
採

取
と
し
て
、
国
と
し
て
強
制
し
て

も
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま

す
。

っ
て
い
る
者
し
か
買
え
な
い
。
紙

切
れ
よ
り
も
札
を
刷
っ
て
く
れ
れ

ば
良
い
の
で
あ
る
。
国
の
債
務
は

あ
っ
て
も
か
ま
わ
な
い
。
返
す
必

要
が
な
い
の
だ
か
ら
。
国
民
一
人

ひ
と
り
に
毎
月
10
万
円
を
支
給
、

こ
の
こ
と
を
半
年
間
続
け
る
。
そ

う
す
れ
ば
落
伍
す
る
国
民
は
い
な

い
は
ず
だ
。

　

私
は
Ｍ
Ｍ
Ｔ
理
論
で
い
け
る
と

信
じ
て
い
る
が
、
安
倍
一
味
は
も

っ
と
邪
な
こ
と
を
考
え
て
い
る
よ

う
な
気
が
す
る
。

　

１
９
８
１
年
ご
ろ
、
日
本
内
科

学
雑
誌
で
も
情
報
科
学
を
得
た
こ

と
に
よ
っ
て
、
解
決
を
図
る
方
法

が
見
え
て
き
た
。
例
え
ば
、
ア
メ

リ
カ
へ
船
で
行
き
た
い
時
、
潮
の

流
れ
は
変
え
ら
れ
な
い
か
ら
、
潮

の
流
れ
に
乗
り
、
船
を
操
縦
で
き

る
人
に
乗
せ
て
も
ら
い
、
寝
床
や

食
料
を
準
備
し
て
、
連
れ
て
行
っ

て
い
た
だ
く
。
こ
れ
は
そ
の
一
例

で
あ
る
。

　

ま
た
、
好
き
な
人
が
で
き
、
オ

キ
シ
ト
シ
ン
ホ
ル
モ
ン
が
過
剰
分

泌
し
て
、
駆
け
落
ち
し
て
で
も
結

婚
し
た
い
と
喚
い
て
い
た
人
が
、

拮
抗
ホ
ル
モ
ン
が
増
え
て
バ
ラ
ン

ス
が
取
れ
、
オ
キ
シ
ト
シ
ン
の
分

泌
が
抑
制
さ
れ
る
と
、
な
ぜ
こ
の

人
と
結
婚
し
た
い
と
思
っ
た
の
か

し
ら
と
い
う
の
す
ら
あ
る
。
ま

た
、
二
人
の
関
係
が
や
や
こ
し
く

な
り
相
談
を
受
け
た
時
、「
ご
主

人
を
ほ
め
て
く
だ
さ
い
」
と
申
し

上
げ
た
ら
、「
う
ち
の
主
人
の
ど

こ
を
ほ
め
る
の
よ
」
と
こ
ち
ら
に

食
っ
て
掛
か
る
方
も
お
ら
れ
る
。

前
半
は
情
報
不
足
、
制
御
不
能

で
、
後
半
は
情
報
過
剰
、
制
御
過

剰
で
あ
る
。

　

私
ど
も
の
体
の
中
に
は
、
い
ろ

い
ろ
な
自
動
制
御
装
置
が
あ
る
と

言
え
る
。 

（
つ
づ
く
）

情報と制御③

灘区　　岡本　好司

員員

稿稿

会

投

員員 稿稿
会 投

員員 稿稿
会 投

こ
り
ゃ
ダ
メ
だ
ワ

兵
庫
区
・
歯
科　
　

河
畑　

憲
明

　皮膚科領域で扱う感染症は幅広く、皮膚科専門医以外の先生も日
常診療の場で経験することが多いと思います。特に真菌症はありふ
れているとは言いながら、正確な診断に到達することは困難な場面
をしばしば経験いたします。白癬は部位により治療法が異なり、新
規薬剤も上梓されております。このたび白癬、カンジダ症を代表と
する真菌症、および皮膚科領域の感染症として忘れてはならない梅
毒について、最近経験した興味深い症例を提示しながら、その臨床
・検査・治療について概説してまいります。
 【長野　記】

日　時　７月11日（土）17時～　　会　場　協会５階会議室
定　員　70人
※新型コロナウイルス感染拡大防止のため要事前申込・先着順
講　師　神戸市立医療センター中央市民病院皮膚科部長
 長野　　徹先生　　

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1840まで

皮膚科領域の感染症
（真菌症・梅毒を中心に）
―基礎から最近の話題まで―

第563回診療内容向上研究会診療内容向上研究会

◇
出
席　

20
人

◇
情
勢　

「
救
急
医
療
体
制
の
崩

壊
」
が
各
地
で
起
こ
り
つ
つ
あ

る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

疑
い
患
者
を
受
け
入
れ
る
救
急
病

院
が
少
な
く
、
救
命
救
急
セ
ン
タ

ー
に
搬
送
が
集
中
し
、
一
刻
を
争

う
救
急
医
療
に
支
障
が
出
て
い

る
。
日
本
救
急
医
学
会
と
日
本
臨

床
救
急
医
学
会
は
脳
卒
中
な
ど
の

重
症
患
者
を
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー

が
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
事
態
が
起

き
て
い
る
と
の
声
明
を
公
表
し
て

い
る
。

◇
医
療
運
動
対
策　

「
み
ん
な
で

ス
ト
ッ
プ
！
患
者
・
利
用
者
の
負

担
増
」
署
名
の
到
達
（
署
名
数
１

万
１
９
９
４
筆
、
会
員
参
加
率
６

・
５
％
）
が
報
告
さ
れ
、
５
万
筆

・
会
員
参
加
率
15
％
の
目
標
に
向

け
て
、
さ
ら
な
る
取
り
組
み
が
呼

び
か
け
ら
れ
た
。

◇
医
療
活
動
報
告　

厚
労
省
「
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
係

わ
る
診
療
報
酬
上
の
臨
時
的
な
取

り
扱
い
に
つ
い
て
」
報
告
、
電
話

等
再
診
料
や
管
理
料
の
算
定
要
件

の
緩
和
な
ど
が
紹
介
さ
れ
た
。
厚

労
省
事
務
連
絡
（
４
／
６
）「
歯

科
医
師
の
判
断
に
よ
り
、
応
急
処

置
に
留
め
る
こ
と
や
、
緊
急
性
が

な
い
と
考
え
ら
れ
る
治
療
に
つ
い

て
は
延
期
す
る
こ
と
」
に
つ
い
て

理
事
会
と
し
て
撤
回
要
求
す
る
こ

と
が
確
認
さ
れ
た
。
保
団
連
近
畿

ブ
ロ
ッ
ク
本
会
議
（
４
／
18
）
で

報
告
し
た
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
に
伴
う
兵
庫
協
会
の

取
り
組
み
」
の
ス
ラ
イ
ド
が
紹
介

さ
れ
た
。

◇
組
織
強
化
月
間
と
共
済
普
及
対

策　

会
員
現
勢
が
７
５
６
３
人
と

過
去
最
高
だ
が
、
目
標
７
６
５
０

人
を
め
ざ
し
て
取
り
組
ん
で
い
る

こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

 

（
４
月
25
日　

理
事
会
よ
り
）

抗
体
検
査
に
つ
い
て

 

（
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
感
染
症
そ
の
５
）

西
宮
市　
　

伊
賀　

幹
二



(昭和43年６月12日第三種郵便物認可)兵 庫 保 険 医 新 聞

保険診療の請求事務･再審査請求･指導･監査などのご相談やお問い合わせは ☎078－393－1803（医科）☎078－393－1809（歯科）

 ☎ 078･393･1801
Fax 078･393･1802
http://www.hhk.jp/

特別金利キャンペーン実施中特別金利キャンペーン実施中!!
　協会と京都銀行の提携
融資制度は、期間限定の
特別金利キャンペーンを
実施しています。通常よ
り年0.4％優遇金利とな
ります。借り換えも可
能、手数料も通常より優
遇していますので、ぜひ
ご利用ください。 ※1000万円までは原則、担保不要

※歯科は＋0.2%、新長期プライムレート連動
※診療報酬振込口座の社保・国保いずれか片方指定

まずはお気軽にお問い合わせください。☎078－393－1817 融資部まで

京都銀行提携融資制度京都銀行提携融資制度

資金種類 利率 限度額
運転資金 1.075％ ➡ 0.675％ 1000万円

設備資金 1.075％ ➡ 0.675％ １億3000万円

新規開業資金 1.275％ ➡ 0.875％ 6000万円

子弟教育資金 1.275％ ➡ 0.875％ 3000万円

融資部より

2020年６月１日現在

2021年３月末まで2021年３月末まで
延長しました！延長しました！

第１９４４号 （４）２０２０年(令和２年)６月１５日(毎月３回５・15・25日発行)

診診 内内 研研
よよ りり 513

日常記帳基礎講座日常記帳基礎講座

政府の経営支援対策と課題政府の経営支援対策と課題
～持続化給付金の申請実務～～持続化給付金の申請実務～

福島県立医科大学白河総合診療アカデミー
白河厚生総合病院総合診療科 東　　光久先生講演

　最初に『プライマリケア医のため
のがん診療10の掟』を列挙し、その
中でも本稿では１、４について解説
しつつ、私の考える理想の医療につ
いてお話ししたいと思います。
１ ．主治医としての意識を持つ（主
治医はがん治療医１人ではない）

２ ．患者背景・希望を把握し、その
中でがんを位置づける

３ ．がんの既往歴・治療歴・現状・
治療目標を把握する

４ ．３つのＰを忘れない
５ ．検診やスクリーニングに腫瘍マ
ーカーやPETを用いない

６ ．５大がんのillness trajectoryを
知る
７ ．治療の有害事象に気付き、対処
できる

８ ．オンコロジックエマージェンシ
ー（＋腫瘍随伴症候群）に気付
き、対処できる

９ ．サバイバーシップに積極的に関
わる

10 ． EOL（ End of Li fe ）、 ACP
（Advance Care Planning）に積
極的に関わる

主治医としての意識を持つ
（主治医はがん治療医１人ではない）
　がんは珍しい病気か？　答えはも
ちろんNoです。日本人の２人に１
人ががんに罹患し、３人に１人がが
んで亡くなる時代です。では私たち
プライマリケア医にとってがん患者
さんを診ることはコモンか、という

と必ずしもYesは言えないと思いま
す。そこにはさまざまな理由がある
と思います。
　例えば、薬物療法の進歩が著しい
ので、とてもじゃないが自分たちで
は手に負えない、進行がんの患者さ
んはさまざまな身体・精神症状を有
するので対応が難しい、などでしょ
うか。 私はそこにスティグマ
（stigma）の問題を指摘したいと思
います。スティグマとは、アメリカ
の社会学者Erving Goff manが提唱し
た概念で、社会から受け入れられる
資格を奪われている人の状況を指
し、具体的には下記のような方々が
該当します。
１ ．身体的・精神的・社会的な価値
を剥奪する属性
２ ．障害者やLGBTなどある特定の
属性に刻まれる“負”の烙印
３ ．マイノリティー集団、社会的弱
者に刻まれやすい
　がん患者さんはどうでしょうか。
がんという身体疾患をわずらったと
いうだけで、社会的存在価値が剥奪
されたり、マイナスイメージ（かわ
いそうに、大変だね）を持たれたり
していませんか。私は一般の方だけ
でなく、医療者にもCancer Stigma
があると考えています。
　『Ａさんは進行がんだから、何か
あっても責任が持てない』『Ｂさん
は抗がん剤治療中だし、こっちは高
血圧や糖尿病で診ていただけだか
ら、あとはＣ病院のがん治療医の先

できるようになります。特に抗がん
治療（がん細胞を減らすための治
療、代表例は手術、放射線、抗がん
剤）はあくまでもオプションであ
り、基本は緩和ケア・支持療法であ
り、抗がん治療は適切なタイミング
で行うものです。

理想の医療
　私は最近、“患者力”という用語
を用いて、患者啓発活動を始めつつ
あります。“患者力”とは、『自分の
病気を医師（あるいは医療者）任せ
にせず、自分事として受け止め、い
ろいろな知識を習得したり、医療者
側と十分なコミュニケーションを通
じて信頼関係を築き、病にあっても
自分の人生を生き切る能力』と定義
しています。そして私たち医療者
は、その患者力を啓発・向上に努め
る必要があり、 これをPatient 
Empowermentと呼んでいます。
　また、恩師である石井均先生（奈
良県立医科大学医師・患者関係学講
座教授）の提唱する“医療学”の考
え方（『病をもつ人の診療にあたっ
ては、医学を基礎としたうえに、一
人ひとりの心の状態や社会的要因を
知り、人生という視点から現在の問
題を考え、一生にわたり支援してい
く』という理念を現実化し、実践の
訓練をし、その知を集積していく領
域）を取り入れて、私は以下のよう
な理想の医療を概念化するに至りま
した。
　『主治医力を有する医師と患者力
を有する患者が、医療学という学問
大系を通じて、医師と患者がおりな
す、相互の信頼と人間性豊かなコミ
ュニケーションを中心とした関係性
の中で紡がれる医療』
　私は今後の医師人生をこの理想実
現のために行動していきたいと考え
ていますし、がん診療をその最もチ
ャレンジングなフィールドの１つと
して取り組んでいきます。

キーワード：
　スティグマ（stigma）、オンコ・
ジェネラリスト、３つのＰ、主治医
力、患者力、医療学
（2019年10月19日、診療内容向上研
究会より）

生にすべてお任せしよう』
　すなわち、がん患者は大変で厄介
な存在で、進行がんはいずれは命に
関わるので診るのが大変だ・つら
い、だからできることなら専門医に
診療を全部お願いしたい、といった
考え方の医療者は少なくないと考え
ています。
　それでは私たち医療者はどのよう
にしてがん患者と向き合えばいいの
でしょうか。私は『主治医力』こそ
が、がん患者をはじめすべての患者
を診療するのに必須の素養だと考え
ています。私の主治医の定義は、病
気だけではなく、人生を診る医師の
ことで、以下の姿勢を持つ医師のこ
とを言います。
－ 病気とではなく、患者と向き合
い、寄り添おうとする、
－ 患者の人生に思いを馳せようとす
る、
－ 患者の人生のナビゲーターであろ
うとする、
－ 時には家族とも
－ ひたむきで誠実な態度を持つ、医
師
　そしてがん診療においては、がん
を特別視せず、common diseaseの一
つとして、『患者の人生』という大
局的視野でがん診療を実践できる医
療者をオンコ・ジェネラリストと名
付けました。がん診療に携わる医師
は、がん治療医であろうがなかろう
が、主治医力を持ったオンコ・ジェ
ネラリストであってほしいと願って
います。

３つのＰを忘れない
　根治が難しい進行がん患者の治療
方針として重要な考え方に“３つの
Ｐ”があります。これはがん治療医
である渡辺亨医師（浜松オンコロジ
ーセンター）が提唱した概念で、私
はこの３つのうち、１つでも満たさ
なければその医療は正当化されない
と考えています。
１ ．Prevent symptoms（症状の予
防）
２．Palliate symptoms（症状の緩和）
３ ．Prolong survivals（生存期間の
延長）

　この“３つのＰ”により、私たち
は何のために治療するのかを客観視

プライマリケア医のための
がん診療10の掟

日　時　６月27日（土）16時～17時　　会　場　協会５階会議室
講　師　 清水忠史衆議院議員（日本共産党） 

村高芳樹氏（清水忠史衆議院議員秘書）

日　時　６月21日（日）10時～12時　　会　場　大阪・阪急グランドビル26Ｆ会議室
講　師　 株式会社相続ステーションⓇ代表取締役　
　　　　税理士・行政書士・FP　寺西雅行氏
主　催　 兵庫県保険医協会・大阪府保険医協同組合・M&D保険医ネットワーク

お申し込み・お問い合わせは、☎06－6568－2230　担当 岸本まで

ドクター向け ドクター向け 相続セミナー＆個別相談会相続セミナー＆個別相談会

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1805までお申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1807まで

日　時　６月27日（土）14時30分～17時　　会　場　協会６階会議室
講　師　協会税務講師団　田中雄司　税理士
参加費　3000円（医院経営研究会会員は無料）

●医院経営研究会 ６月例会

タイムリー情報満載
政策研究会

　新型コロナウイルス感染症に伴い、政府は、各種給付金や特例措置
を創設していますが、いずれの制度も手続きの煩雑さ、支給まで時間
を要するなど難点を抱えています。なかでも、「持続化給付金」は、
月間収入が前年比50％以下という厳しい条件が課されています。
　このたび、政策研究会として、国会で活躍されている日本共産党衆
議院議員の清水忠史氏をお招きし、「持続化給付金」の解説および同
制度の問題点についてお話をうかがいます。申請時のポイントもお話
いただく予定ですので、ぜひご参加ください。

新型コロナウイルス感染症関連
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